第一章　音声と音韻の練習問題
第一節　音声　音声の定義とそれに関連した用語の解説。
キーワード（音声　反射音　音声器官　有声音と無声音　音節　単音　母音の分類　子音の分類）
（1） 音声とは
・人間が思想、感情、意志を伝達する手段は、第一義的（最も根本的）なものは音声、第二義的なものは文字である。（p1）
・音声とは、人間がコミュニケーションのために音声器官を使って発する音のことである。(p2)

・音声のうち、文節（音節ごとに分けること）できるものを言語音、できないものを非言語音（または反射音）という。(p2)

・言葉には意義と音声の二つの側面があり、伝達の際により直接的なものは音声の面である。（p3）

（過去問から）

・人間は思想、感情、意思を伝達する場合、主として言葉を用いるが、言葉による伝達は、音声または文字を介して行われる。(2007)
（2） 音声器官（p3－4）
・音声器官の別称は発音器官、調音器官。
・声帯を除けば、音声器官にはほかの役割があり、発音は二次的な役割である。
・発音時、音声器官の働きは意識的なものであり、ほとんど呼気を利用して行われる。

・有声音とは呼気が声帯を通過する際に声帯が振動して発する音のことである。

・調音点とは発声の位置を決める際に基準とする、あまり動かない音声器官の位置のことである。

・調音者とは発声の位置を決める際に基準とする、比較的動きやすい音声器官の位置のことである。

以下の音声器官を調音点と調音者に分けてください。

（上唇　下唇　舌　硬口蓋　軟口蓋　下の歯　上の歯）
調音点：上唇　硬口蓋　軟口蓋　上の歯
調音者：下唇　舌　下の歯

・調音法とは調音点と調音者で形作る障害の方法のことである。

（※調音点と調音者はこの後の（四）単音の子音の分類で勉強します）

（三）音節（p5－8）
・音節とはそれ以上短く区切って発音することのできない有声の単位で、仮名文字一字で書き表せるような日本語の基本的な音声単位のことである。

・音節は最小の音声単位か？→実際はもっと小さな単位「単音」が有る。

・日本語の音節はいくつあるのか？→102から120、あるいはそれ以上あるという説も。これは、昔用いた音（くゎ、ぐゎ）と外来語に用いる音（ウィ、フィ、ツェなど）をどこまで取り入れるかによって違ってくる）

・基本的な音節には五十音図にある清音（濁点をつけない音）の直音（かな一文字の音）＋濁音＋半濁音＋拗音＋撥音＋促音＋長音（母音と同じだから区別しない説もある）が含まれる。
・日本語の音節の特徴は何か？→母音、促音、撥音を除いて、日本語の音節は「子音＋母音」という開音節構造を特徴として持っている。

・さらに細かく分けると

①ひとつの母音（a,i,w,e,o）→（あ、い、う、え、お）

②ひとつの子音(k,g,s,z,t,d,n,h,b,p,m,r　など)（或いは半母音）(j,w)＋ひとつの母音→（か、ぎ、よ、わ）

③ひとつの子音＋ひとつの半母音＋ひとつの母音（きゃ、しゅ、じゅ、ぴゃ）
④母音で終わらない特殊音節（っ、ん）

（過去問から）

・（　　）は、日本語についてはもっとも基本的な単位である。（2005）

A母音B単音C音節D拗音節　　　答えC
・日本語において、最も基本的な単位は（　　）である。(2006)

A音声　B音韻　C単音　D音節　　　答えD
日本語の音節は（　　）の開音節本位をもってその特徴とする。(2005)

A子音＋母音　B単音＋子音　C単音＋母音　D音韻　　　答えA
（四）単音(p9-16)
・単音とは、これ以上分割のできない音声の最小単位である。
・単音は、声帯の振動の有無によって、有声音と無声音に分けられる。

・また、声道（咽頭から唇まで）の障害の有無によって、母音と子音に分けられる。

・母音の分類方法は二種類。

①舌の位置（前舌　[i][e]、中舌　[a]、後舌　[w][o]）

②口の開き方（広母音、半広母音　[a]、半狭母音　[e][o]、狭母音[i][w]）

※ダニエル・ジョーンズの基本母音図では[u]の音は唇を丸める後舌母音。日本語の「ウ」は[w]で表す。

・母音の無声化とは、母音が有声音として響かずに、口構えだけに留まっている現象のことである。
①無声子音（p,t,k,ts,sなど）の間に狭母音がある場合　②狭母音が語の末尾に来る場合に起こりやすい。

・子音とは、声道を通る呼気の流れを音声器官が妨げて作る音のことである。

・子音の分類方法は三種類。
①調音法による分類（破裂音　摩擦音　破擦音　鼻音　弾き音）

②調音点による分類（両唇音　歯茎音　歯茎口蓋音　軟口蓋音　声門音）
③有声音と無声音

・日本語子音の特徴は三つ。

①半母音[j][w]も子音に含まれる。

②破裂音（閉鎖音）には有気音と無気音がある。

③日本語の清音・濁音の区別は有気・無気と関係がない。有声・無声と一部関係がある。（p26も参照）

（過去問から）

・現代日本語の母音は（　　）の五つがある。（2005）

A aiueo B kstnh C yiueo D bpmfd　　答えA　（厳格には[a][i][w][e][o]）
・単音を分類する基準はいろいろあるが、大きく分けると＿＿＿による分類と＿＿＿による分類とに分けられる。(2007)　　　答え　声帯振動の有無　と　声道の障害の有無
第二節　音韻　語の意味の区別に役立つ抽象的な概念について説明している。(p16-29)
キーワード（音韻　音素　異音　音韻論的音節　モーラ　日本語の音韻的特徴）
（一）音声と音韻
・いつどこで誰が「こんにちは」と発しても同じ音として判断されるのはなぜか。

→意味を識別するのに用いられている抽象的な音の概念（音韻）があるからである。
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（二）日本語の音韻論的単位
・音素とは語の意味の区別に役立つ音韻の最小単位である。

・音素とは異なる単音の集まりである、ということもできる。（[n][m]なども全て「ン」という意味を表している）

・音素を分類すると、①母音音素　②子音音素　③半母音音素　④モーラ音素（　/N/（撥音） /Q/（促音））

・音韻論的音節の特徴は①直音、拗音は音声の音節と同じ。

②長音、撥音、促音は単独で音節を形成しない。つまり、/koo/（こう）/hoN/（ほん）　/cjoQ/（ちょっ）などは一つの音節として数えられる。/sjoogaQkoo/（しょうがっこう）は３音節である。

・モーラとは音韻論的音節の音の長さに相当する時間の単位である。

・モーラの特徴は→音韻論的音節と違って音の時間の長さを基準にしているため、長音、撥音、促音は単独で1モーラになる。そうすると、/niQpoN/は４モーラになる。
（三）日本語の音韻的特徴
（１）音韻的特徴

①音節が母音音節とモーラ音節を除けば全て/子音＋母音/の形になる。
②拗音の連続（しゃちょう、じゅぎょう、きゃしゃ　など）、濁音・半濁音の語頭（外来語除く）が少ない。
③中国語に比べると、清音、濁音の対立が顕著で、母音音素の異音が少ない。
④音節の音の長さが基本的に同じである。（等長性）
⑤唇を用いる音が少なく、口室の奥を用いる音が好まれる。
（２）清音と濁音
・清濁の対立は日本語では有気音と無気音の対立とは異なり、完全な有声音と無声音の対立によるものでもない。

（３）拗音
・拗音は直音に対する概念で、ヤ行の仮名を右下に書く開拗音とワ行の仮名を右下に書く合拗音が有る。

・拗音はもともとは日本に存在しなかったが、漢字音によってもたらされたといわれている。
（４）有声音と無声音

・破裂音（閉鎖音）（p13参照）には有気音と無気音の二種類がある（語頭は有気、語中は無気）ので、有気・無気によって清濁を分けている国の学習者は注意が必要である。
（５）音声と音韻の違い（p16-17とほぼ同じ。具体的に対する抽象的）

（過去問から）
・音素とは何かを説明してください。（2007）　答え　音素とは語の意味の区別に役立つ音韻の最小単位である。

第三節
音節の結合（音節が結合するときの制約とは？語音が変化するときの規則とは？六つの語音変化現象の名前と特徴は覚えておいた方がよい）（p29-35）
キーワード（脱落　添加　同化　交替　転倒　連濁）
（一）音節結合の意義

・語音を形成するために音節同士が結合する場合、語の意義の側面の制約を受ける。制約には順序、音の高低などの条件がある。（その意義を表すための決まった結合方法がある）
（二）語音変化

・語音変化とは、語の意義は変わらず、その音だけが変化することである。６種類に分けられている。

①脱落とは、語の中の子音または母音、あるいは子音と母音が同時に消失する現象のことである。

（例：子音と母音（音節）の脱落→[watakwsi]→[watasi]→[wasi]　母音の脱落→[atatakai]→[attakai]）

②添加とは、元からの要素でなかった音が添加される現象のことである。

（例：[midasw]→[miidasw]  [harwame]→[harusame]  [kanon]→[kannon]）

③同化とは、隣接したり連続したりしている二つの音のうち一つがもう一つの音に影響され、変化して似てくる現象のことである。

（例：[dekirw]→[dekerw]（前の音[e]が後ろの音[i]に影響を及ぼして同じ音に変化させた→完全進行同化）

[kwbisw]→[kibisw]（後ろの音[i]が前の音[w]に影響を及ぼして同じ音に変化させた→完全逆行同化）

[san]→[sam(biki)]（後ろの音[b]が前の音[n]に影響を及ぼして近い音[m]に変化させた→不完全逆行同化）

④交替とは、語の中の一つの音がそれと似ている他の音に変えられる現象のことである。

（例：[sabisi:]が[samisi:]になったのは、[b][m]どちらも両唇音だからである。このような調音位置の近似や調音法の近似がこの現象の原因となる。）

⑤転倒とは、互いに接したり連続したりしている二つの音が位置を取り替える現象のことである。

（例：「どうぶつえん」→「どうつぶえん」　「とうもろこし」→「とうもころし」　中には、聞き間違いが定着したものも有る。「あらたし」→「あたらし」）

⑥連濁とは複合語や文節を構成する際に、後ろの構成要素の最初の子音が濁音になる現象のことである。

（例：とも＋たち→ともだち　やき＋さかな→やきざかな　さん＋ほん→さんぼん）
・出現する規則ははっきりしていないが、逆に、連濁が起こらない場合というのがある。

①前後の語が対等並列関係のとき、連濁が起こらない。（草木　白黒　あとさき　行き帰り）

②後ろの語の第二音節が濁音であるとき、連濁が起こらない。（大風　白壁）
（過去問から）
・「連濁」について例を挙げて説明しなさい。(2005)　答え：連濁とは複合語や文節を構成する際に、後ろの構成要素の最初の子音が濁音になる現象のことである。（例：とも＋たち→ともだち　やき＋さかな→やきざかな　さん＋ほん→さんぼん）
・連濁の観点から見て、ほかと性質の異なるものは（）である。(2007)

A親子　B縦書き　Cかったるい　D合いかぎ　　答え　B（Bだけ連濁が起こっている）
・音変化の観点から、ほかと最も性質が異なるものは次の（）である。(2007)

A雨垂れ　B雨漏り　C雨戸　D雨雲　答え　B（Bだけ連濁が起こっていない）
第四節　アクセント　重点の一つ。日本語のアクセントはどんな種類に属するか、アクセントの型はどんなものがあるか。東京型アクセントの特徴も覚えておきたい。
キーワード（高低アクセント　強弱アクセント　アクセントの滝　アクセントの核　アクセントの型）

（一）語アクセント

・語アクセントとは、一つ一つの語について、社会習慣的に決まっている相対的なまたは高低、強弱の配置のことである。

・語アクセントを分類すると、高低アクセント（ピッチアクセント）と強弱アクセント（ストレスアクセント）の二つに分けられる。

・アクセントを表記するときは、高音部の右側（縦書きのとき）あるいは高音部の上側（横書きのとき）に線を引く。
・アクセントの型は主に高音部の音節の位置によって決められる。高音部は一つの語に一つある。

・アクセントの滝とは、一語の中で高い音節から低い音節に下がる部分のことである。

・アクセントの核とは、アクセントの滝の直前の音の高い音節部分のことである。

・アクセントの型は、語の途中にアクセントの滝が無い（平板式）ものと、アクセントの滝が有る（起伏式）に分けられ、起伏式はさらに、滝の位置によって、頭高型、中高型、尾高型に分けられる。

・東京方言では、語の中で高音部は二回以上出現しないほか、第一音節と第二音節の音の高さが必ず異なる。

・日本語（東京方言）のアクセントの型の数は、語の音節数をnとすると、n＋１として表すことができる。

（過去問から）

・一つの語のアクセントの型は主に（　　）の音節の位置によって決められている。(2005)

A低音部　B高音部　C語頭部　D尾音部　　答え　B
・日本語のアクセントは＿＿と＿＿に分けられ、起伏式はさらに＿＿、＿＿、＿＿に分けられる。(2005)

答え：平板式　起伏式　頭高型　中高型　尾高型
・日本語のアクセントは、英語、フランス語、ドイツ語のような音の＿＿＿によるアクセントではなく、音の＿＿＿によるアクセントである。（2007）
答え：強弱　高低
第五節　イントネーションとプロミネンス　話し言葉の表現に欠かせない要素二つ
キーワード（イントネーション　感情的音調と理論的音調　表記法　プロミネンス）
・イントネーションとは、話手の心的態度の表出のために、アクセントの音調のうえに加えて表現される音の高さの変化である。

・一音節の言葉でも話文が成り立つのは、その言葉にイントネーションが備わっているからである。

・イントネーションは、喜怒哀楽や感動、興奮、同情などによって変化する感情的音調と、判断、疑問、感動など文の内容によって変化する理論的音調とに分けられる。

・イントネーションの表記法には

言葉がまだ続くことを表す平調、断定や命令を表す降調、疑問を表す昇調、深い疑問や驚きの反問を表す降昇調の四種類がある。

・プロミネンスとは話し言葉の中で、分のある部分を強調するために、他の部分より際立たせることである。
（過去問から）

・イントネーションというものは、叙述・断言・疑問・命令などを明らかにしたり、細かい感情のニュアンスを表出したりすることによって、自然に生ずる音の抑揚である。したがって、イントネーションというものは、＿＿＿音調と＿＿＿音調とに分けられる。(2007)　答え：感情的　理論的
・「イントネーション」について例を挙げて説明しなさい。(2005)
答え：イントネーションとは、話手の心的態度の表出のために、アクセントの音調のうえに加えて表現される音の高さの変化である。「アメ↘」「アメ↗」のように一つの語でも会話文が成り立つのは、その言葉にイントネーションが備わっているからである。
・「プロミネンス」という言葉の意味について説明してください。(2006)
答え：プロミネンスとは話し言葉の中で、分のある部分を強調するために、他の部分より際立たせることである。
・次の文の内容について、正しいものには○、間違っているものには×をつけてください。(2007)

１．子音は呼気がほとんど何の妨げもなく発せられる単音である。（×　母音のことを指している）
２．調音音声学は言語音の物理的、音響的特徴をさまざまな音声分析機器により研究する音声学である。（×　新日本語概論からの問題。音声学には、①肺臓からの呼気が気管を通り、音声器官を通過する際に、どのように変容して言語音としての特徴を持つようになるのかを研究する調音音声学、②言語音の物理的、音響的特徴をさまざまな音声分析機器により研究する音響音声学、③音声が聞き手の知覚処理機構でどのように処理されるかを研究する聴覚音声学　の３分野がある。）
３．叫び、いびき、あくびなどの音は反射音と呼ばれる。（○　新日本語概論からの問題。音声器官をつかって出される音の中でも、叫び、泣き声、いびき、あくびなどの音は反射音と呼ばれ、言語音から除外される）
４．文末の音の高さの変化をイントネーションという。（○　新日本語概論からの問題。教科書とは定義が少し違っている。）
５．母音は基本的に有声音であるが、ある音環境においては無声になることがある。（○　新日本語概論からの問題。母音の無声化のことを指している）
６．日本語のアクセントの型はアクセント核を持つものを平板式、持たないものを起伏式と呼ぶ。（×　新日本語概論からの問題。この本では、アクセント核を持つものを起伏式、持たないものを平板式、と定義している。）
